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市内に居住する 70 歳以上の一人暮らしの方々を対象に、毎年、森の倶楽部に招待して、生活に役立
つ話、健康を保つ方法および楽しいゲームや歌唱を楽しんでいただいています。 

一度に開催するのは無理なので、市内９中学校区を４区域に分けて、今年は表の日程で実施します。
当日は、参加者宅の身近な場所に送迎用のバス停を設置し参加しやすくしています。 

 
区 域  （ 中 学 校 区 地 域 分 け ） 開催日 （前半） 開催日 （後半） 

南流山中学校・南部中学校区域 ６月18日（火） 11月19日（火） 

東部中学校・八木中学校区域 ７月16日（火） 12月17日（火） 

西初石中学校・常盤松中学校・おおたかの森中学校区域 ９月17日（火） １月21日（火） 

北部中学校・東深井中学校区域 10月15日（火） ２月18日（火） 

市外視察バス研修・全区域（成田山参拝、社会福祉協議会共催） ３月10日（火）（年１回） 
 
今年の前半開催の内容は、11時から消費生活センターの話、昼食後は散歩等自由行動、午後は「なが

いき100歳体操」の指導、最後に、当センター会員ボランティアの「シルバー歌謡団」による「歌声ひ
ろば」で昭和歌謡等の懐かしい歌をみんなで唄います。 
これまで２回実施し、計 50 名の参加がありました。「面白かった」「楽しゅうございました」とお礼

の言葉をいただきました。ご協力いただいた民生委員の皆さまにもお礼申し上げます。 

後半、11月からは、内容を変えての催しとなります。より多くの方々に参加をいただき、楽しい内容
となるよう努力し、参加者の長寿につながればと思っています。       （海老原 廣雄・記） 

 

 
 
 
       
市長および市議会議長へ要望書を提出 ７月25日（木） 

前田会長、久保事務局長、湯浅事務局次長の３人が市役所を訪問し、
井崎市長および議会へ要望書を提出しました。 
要望書は、全国シルバー人材センター事業協会の定時総会時に承認

されたもので、各地域のシルバー人材センターと共有の「生涯現役社
会を実現するシルバー人材センターの決意と支援の要望」です。 
主な要望事項は、補助金の確保と公共からの事業発注の確保です。

井崎市長からは、今後もシルバー人材センターを支援していきたいと
のお言葉をいただきました。 
また、青野市議会議長は不在だったため、竹内議会事務局長へ要望

書を提出し、議会からも同様の支援をお願いしました。（事務局・記） 
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（１） 

高めよう自主・自立、共働・共助の基本理念 
 

高齢者福祉センター森の倶楽部主催 

7/16参加者の皆さん 6/18ながいき100歳体操 6/18歌声ひろば 



                      

『令和元年度第4回理事会』 7月8日（月） 
【報告事項】 
① 令和元年5月の当センターの運営状況は、会員数が前年比 1名増（男性13名増、女性12名減）、

事業実績累計は前年比 3.6％減、就業率は70.2％で前年比1.6％減（派遣 23名を含めると0.8％
減）、5月単月の事業実績は植栽業務・除草業務の減少により前年比約 101万円減 

② 例年行っている「会員アンケート」を今年は早めて 8月会報に折り込むよう準備 
③ その他、事故 2 件発生、チｴーンソー取扱い講習会・刈払い機取扱い講習会・自転車関係班長会

議・女性会員のつどい・学習教室 の予定 等 
 

【協議事項】 

① 6月の新入会員 6名（男性 2名、女性 4名）の承認と退会会員 12名（男性 11名、女性 1名）の
報告 

② 職群班長1名の委嘱について協議し承認 
③ 令和元年度地区懇談会のメインテーマ・地区テーマと今後の進め方 
④ 令和元年度会費未納者のリストアップと納入促進依頼 
⑤ 理事・監事候補者推薦委員会委員の選出依頼、および理事・監事候補者選考要綱とスケジュール 
⑥ 中長期計画策定プロジェクトチームの編成（事業運営推進委員会中心に女性 2名の参画で） 
⑦ その他、就業情報説明会、ボランティア募集、消費税改訂の業務への影響 等 

（池内 弘行・記） 
『安全就業対策委員会』 ７月４日（木） 

① 最近発生した２事故とその再発防止策を検討 

a.樹木の根付近を伐採した際、建物の窓ガラスを破損。対策として、建物側に倒れないようロー
プで結んで伐採、または樹木の上部から短く切断しながら伐採する。 

b.網戸を建物内に搬入する際、角を天井にぶつけて天井クロスを破損。対策として、大きな物品
を搬入する場合、前後左右および上下にも十分注意。角等突起部を発泡スチロールでカバーす
る。 

② 今年度刈払い機安全講習実施内容の検討 
除草班員を対象に刈払い機による実技のみ。安全監視員と防護ネット保持者との連携作業を重点
に実施し、安全作業の徹底を図る講習とする。 

③ 「熱中症」に注意 ～まだまだ猛暑が続きます～ 
植栽・除草・駐車場・駐輪場等の屋外で仕事をされる方は、作業１時間以内毎に涼しい場所で

休憩。水分はこまめに。複数人でお互いが見える位置で作業し、お互いの異常をチェック。熱中

症の疑いのある時は、首・脇・太股の付け根を冷やす。自力で水分がとれない、意識障害・意識
がない場合は、すぐに救急車を呼ぶ。                  （市毛 和男・記） 
 

『適正就業委員会』 ７月４日（木） 

① 毎年実施される「会員アンケート」に女性部会の取組み関連項目を追加する。 

② アンケートの回収率は60％以上を目標とする 等を協議した。 
 

【巡回】７月12日（金） 

拡張工事の進む下花輪福祉会館（ホットプラザ）および河川敷グラウンドを巡回訪問した。 

① 下花輪福祉会館の増設工事では、管理者側に設備仕様の事前説明がないため、設備稼働後の管理
面での予想される問題等が報告された。 

② 河川敷グラウンドでは、夏季に入り日没まで利用され、そのため、会員が一人で月間120時間を

超えて就業する等、適正就業ガイドラインを大きく超過している。増員をする等、季節要因を考
慮した人員配置の必要性が感じられた。                 （岡野 三雄・記） 

 
       

（２） 

理 事 会 

 
活 動 報 告 

安全は 基本遵守を 百万回！！ 
 



    
 
 
 
 
 
 

 
『2019年度第６回役員会』 ７月３日（水） 

①バスハイキング（６月27日）の評価と今後の改善事項 ②総会（６月16日）で出された意見の整
理と要検討事項 ③一泊二日宿泊旅行（11月を予定） 等について検討・協議しました。 

（上 辰男・記） 
写真同好会のご案内 

写真に興味のある皆さん、記録・記念写真を卒業して写真の作品作りに挑戦してみませんか。毎月の
定例会にそれぞれの作品を持ち寄り、にぎやかに講評会をしています。 
【定例会】第４火曜日・14時 00分より16時頃までコミュ
ニティプラザで実施しています。 
「主題は？ 構図は？ ピントは？ ボケ具合は？」な

ど楽しい語らいが弾みます。 
【撮影会】年２～４回程度近隣の公園等で撮影会を行って
います。 

【展示会】福祉活動の一環として、福祉会館、老人ホーム、
公民館などで年８回ほど実施しています。 

【入会案内】シルバー友の会 写真同好会に入会ご希望の
方は、直接定例会の会場へ来場いただくか、電話で小島
(7154－9377)までご連絡ください。 （小島 英司・記） 

 
同 

好 

会 

ゴルフ同好会 ９月19日（木） 10月17日（木） 11月21日（木） 野田市ＰＧひばりコース 

パソコン同好会 ８月20日（火） 14：00～ 【月例会】 コミュニティプラザ 

写真同好会 ８月27日（火） 14：00～（毎月第4火曜日） コミュニティプラザ 
 
 
『「第３回女性会員のつどい（おしゃべり会）」を開催』 ７月22日（月） 

まず、ファンケル千葉工場を見学しました。「当社は市内十太
夫で創業し、40年でここまで大きく成長しました」という案内
の方の説明を受けながら、肌に優しい無添加化粧品の製造過程
を、約 1時間、楽しくにぎやかに見て回りました。 
引き続き、女性 20名が北部公民館に移動し、おしゃべり会を

しました。女性
同志が顔を合わ
せる職場が少ないので、ここに来ないと聞けない、職場の
話、仕事の大変さ、配分金の話等、有意義な情報交換がで

きました。 
次回１月のおしゃべり会には、初めての方の参加をお

待ちしています。        （石田 香寿美・記） 
  

『下花輪福祉会館新規自主事業 ～フラ教室～』 【毎月 第1・第3土曜日 10：30～11：30】 
当館多目的集会室において、４月６日より『フラ教室』

を開催しています。小学生から大人の女性まで、初心者か
ら経験者まで、皆で楽しみながらフラダンス技能の向上を
目指しています。興味のある方・未経験の方は新たな挑戦
を、経験者は今一度の奮起を、皆さまの参加をお待ちして
おります。詳細は下記までお問い合わせください。 

住 所：流山市下花輪227番地 下花輪福祉会館 

連絡先：℡ 04－7150－4126   （秋谷 哲夫・記） 

 
  

 
 

「これでよし」指差し呼称で安全確認 

（３）  
① 歌声広場 ８／２３（金） シルバー人材センター２F 13：30 ～ 15：30   

  合唱とカラオケをお楽しみください  参加費無料  ★車での来場不可★ 

② パーティー ９／２７（金） ＜企画中 ⇒ 別途案内＞ 歌声・ゲーム・軽飲食 

シルバー人材センター２F 17：00 ～  ★車での来場不可★ 

友の会だより 
「流山シルバー友の会」は人材
センター会員とＯＢの「いきが
いづくり」を応援する組織です 

 

おしゃべり会 

工場見学 

涼漠  小島英司 



事故防止 過信と 自信は 紙一重 

 

          
日 曜 ８ 月 の 予 定  日 曜 ９ 月 の 予 定 
16 金 適正就業委員会  1 日  
17 土 刈払い機講習会 学習教室  2 月  
18 日   3 火  
19 月 館長等会議  4 水 事業運営推進委員会 学習教室 
20 火 配分金支払日  5 木 安全就業対策委員会 学習教室 
21 水 自転車班長会議  6 金 広報編集委員会  
22 木 女性部会（定例会議）  7 土 学習教室 
23 金   8 日  

24 土 
花火大会清掃ボランティア（予備日:25日） 
学習教室 

 9 月 理事会 

25 日   10 火  
26 月 入会登録説明会（シルバー人材センター）  11 水 学習教室 
27 火 入会登録説明会（南流山センター）  12 木 適正就業委員会（事業所巡回） 学習教室 
28 水   13 金  
29 木   14 土 学習教室 
30 金   15 日 「シルバー流山」発行 
31 土 学習教室     
 
◎新会員のご紹介（敬称略） ○数字は地区名 
②信田 義夫 ③荒井 隆 ⑥松井 敏浩 ⑦原口 公 

 
◎蜂刺されに注意しましょう 

蜂が発生しやすい季節になりました。同時に暑さで注意力が散漫になりがちです。屋内外を問わず、就業前、
就業中には必ず安全確認をしてから仕事をするようにしましょう。 

【危険な時期】①スズメバチ ７月～１０月 ②アシナガバチ ７月～８月 ③ミツバチ 通年 
 
【蜂から身を守るための服装等】 
①体を露出させない ②白や黄色等の明るい色の服装（作業着は長袖・長ズボン）等を着る  

③スズメバチは黒いものに激しく反応し、また、香水や化粧品の匂いに敏感 ④蜂が近づいてきたら危険区域
から早く遠ざかる ⑤蜂の巣には近づかないようにする（蜂が警戒し攻撃的になる） 
 

【蜂に刺された時の応急措置】 
①蜂に刺されたら速やかに離れる ②毒針が残っていたら速やかに取り除き、幹部の周辺を指で強くつまみ、
毒を押し出す ③冷水で幹部を冷やし、毒が体内に回るのを抑制する ④赤くはれ始めたら、抗ヒスタミン軟
膏を塗る ⑤自己診断は控え、病院へ行き医師の手当てを受ける ⑥抗体反応の血液検査を受ける 

 
◎交通安全運転講習会を実施 

７月９日（火）から11日（木）までの３日間にわたり、シルバー主催による交通安全運転講習会が行われまし
た。流山自動車学校において、約２時間、福祉施設等の運転業務に携わる11名が、指導員による校内コースでの
運転観察と技能指導を受け、その後、教室に移動し運転適性検査を受けました。 
昨今のマスコミ報道にもあるように、高齢者による事故が多発し社会問題となっています。そこで、更なる交

通安全運転を遂行するために、シルバーとして初めて行ったものです。 
参加した会員からは「緊張しました」「大変勉強になりました」との声が聞こえてきました。 

 
◎2020年版会員手帳の頒布のお知らせ 

全国シルバー人材センター事業協会では、事業を円滑に運営・推進していただく一助として、見やすく、使い
やすい会員手帳を、お求めやすい価格（282円（税込））で頒布しています。 
購入を希望される方は、8月30日（金）までに事務局へ連絡ください。 

 
【令和元年度の会費】 ～令和元年度の会費の支払いはお済みですか？～ 

未納の方は、速やかに納入をお願いします。事務局窓口での納入か、郵便局、千葉銀行での口座振替でお願い
します。【口座番号等については、事務局までお問い合わせください。】 
 

「理想の組織」として、中国伝説の「常山の蛇」の話が例えられる。
常山の蛇は、頭を叩くと尾で反撃し、尾を叩くと頭が反撃し、胴体を

叩くと頭と尾の両方が反撃してくる。全体がうまく連携して物事に対抗する、臨機応変に判断
する、反応が素早い、有機的で一体となっている等、組織としての望ましい姿の説明に引用さ
れる。では我々の組織はどうでしょうか。何かが起きたとき、変化が予測されるとき、イベン
トが計画されているときに、多くの会員の参加と行動が、我々の組織を活性化・向上させ、繋がりを強める。それが全
体として、より豊かなシルバー生活につながって行くのではないでしょうか。         （横田 清四郎・記） 
 

 
  
 

 

 会 員 数：令和元年７月３１日現在 

計 ７６０ 男性 ６１３ 女性 １４７ 

（４） 

 
TEL ７１５５－３６６９ 

FAX ７１５４－１８３９ 

＜編集委員＞ 

横田清四郎 池内弘行 

南石高秀   菅原正敬 

海老原廣雄 


